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定 例 会

52億５千万円を可決

地方譲与税
及び各種
交付金等

分担金及び
負担金・使用
料及び手数料

同報無線子局更新工事

１１億１億５０８４５０８４万円

令和元年度に引き続き
同報無線子局を更新

令和２年度一般会計当初予算

一部地域で導入され一部地域で導入される
高性能スピーカ高性能スピーカー

３月
定例会

3.3億

県支出金

4.6億 5.2億

10.1億

3.5億
1.7億 1.5億

3.3億
0.6億

18.6億

国庫支出金 町債 地方
交付税

諸収入等
その他

寄附金 繰入金 町税

歳入

本会議のあらまし

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

施
政
方
針
で
は
、
町
長
は
「
令
和
２
年
度
を
さ
ら
な
る
行
政
改
革
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
改
革
に
取
り
組
む
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
52
億
５
千
万
円
を
含
む

52

30
議
案
で
、

審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

大大規模改修を行う町立体育センタ大規模改修を行う町立体育センター

町町立体育センター改修工町立体育センター改修工事
バリアフリートイレの設置や、屋根等の改修を行バリアフリートイレの設置や、屋根等の改修を行う

９７６９９７６９万円万円

一部地域で導入される
高性能スピーカー

１億５０８４万円

大規模改修を行う町立体育センター

町立体育センター改修工事
バリアフリートイレの設置や、屋根等の改修を行う

９７６９万円

令和２年４月号 ひがしいず議会だよりNo.2993

家庭用発電機・蓄電池購入補助金

橋りょう補修工事
老老朽化した橋りょうの改修工事を行老朽化した橋りょうの改修工事を行う
令和２年度は町内５か所を予定してい令和２年度は町内５か所を予定している

１億２４００万１億２４００万円

発電機・蓄電池購入補助金発電機・蓄電池購入補助金は
令和４年度ま年度まで

旧大川小学校下の下谷戸旧大川小学校下の下谷戸橋

行政改革スタートの年に

0.2億 0.6億
1.6億

5.1億 5.5億

1.7億
3.8億

5.5億

9.8億

5.3億

13.4億

その他 議会費 商工費 消防費 公債費 農林
水産業費

土木費 衛生費 総務費 教育費 民生費

歳出

対対象経費の２分の１以内で４万円を上限に補助す対象経費の２分の１以内で４万円を上限に補助する

２００万２００万円

稲取幼稚園屋上防水改修工稲取幼稚園屋上防水改修工事

２２８２万２２８２万円

対象経費の２分の１以内で４万円を上限に補助する

発電機・蓄電池購入補助金は
令和４年度まで ２００万円

老朽化した橋りょうの改修工事を行う
令和２年度は町内５か所を予定している

１億２４００万円
旧大川小学校下の下谷戸橋

稲取幼稚園屋上防水改修工事

２２８２万円

雨漏りしていた幼稚園園舎の修繕を行雨漏りしていた幼稚園園舎の修繕を行う雨漏りしていた幼稚園園舎の修繕を行う
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予 算 審 議

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
、
特
別
会
計
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
予
算
を
審
議

付
託

議
会
で
議
案
の
審
査
を
本
会

議
の
議
決
に
先
立
っ
て
他
の

機
関
に
委
ね
る
こ
と

一般会計予算の主な質疑

総
務
課令

和
２
年
度
か
ら
始
ま
る
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
よ
り
、

従
来
の
臨
時
職
員
と
比
較
し
て
待

遇
が
ど
れ
く
ら
い
変
わ
る
の
か
。

月
額
は
従
来
の
額
と
さ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
が
、
期
末
手
当
が
見

直
さ
れ
一
人
あ
た
り
年
間
で
７
万

円
程
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
よ

り
幅
広
く
取
得
で
き
る
よ
う
に
改

正
さ
れ
た
。

企
画
調
整
課

加
森
観
光
土
地
賃
貸
料
６
千

89
万
６
千
円
か
ら
５
千
３
４
０
万

４
千
円
に
減
額
と
な
っ
た
が
、
そ

の
内
容
は
。

令
和
元
年
度
に
協
議
し
た
結

果
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。
坪
単

価
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
場
用
地

が
現
行
75
円
を

75

63
円
に
、
そ
の
他

用
地
は
現
行
90
円
を

90

83
円
に
減
額

す
る
。

ＱＡＱＡ

Ｑ

港
の
朝
市
使
用
料
80
万
円
は
、

電
気
料
金
の
ほ
か
水
道
料
も
含
ま

れ
て
い
る
か
。

水
道
料
に
つ
い
て
も
含
ま
れ

て
い
る
。

税
務
課個

人
町
民
税
が
前
年
よ
り
減

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

令
和
元
年
分
の
総
所
得
金
額

が
、前
年
度
実
績
と
比
較
し
２
・
06

％
の
減
と
、
扶
養
控
除
等
の
所
得

控
除
が
増
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

法
人
町
民
税
が
前
年
度
よ
り

減
と
な
る
理
由
は
。

法
人
町
民
税
の
税
率
が
、
令

和
元
年
９
月
ま
で
の
９
・
７
％
か
ら

10
月
に
６
・
０
％
へ
引
き
下
げ
ら
れ

減
収
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

住
民
福
祉
課

子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利

用
給
付
費
交
付
金
の
内
容
は
。

幼
児
教
育
無
償
化
に
よ
り
認

可
外
保
育
施
設
や
預
か
り
保
育
事

ＱＡ ＡＡＡ ＱＱ

業
を
行
っ
て
い
る
３
歳
か
ら
５
歳

の
子
供
に
対
し
て
国
が
２
分
の
１

を
補
助
す
る
。

認
可
外
保
育
施
設
の
三
宝
保
育

園
・
熱
川
温
泉
病
院
と
、
熱
川
幼

稚
園
・
稲
取
幼
稚
園
の
預
か
り
保

育
が
対
象
と
な
る
。

敬
老
祝
い
金
の
減
額
の
要
因

は
。

祝
い
金
の
見
直
し
を
行
い
、

77
歳
の
５
千
円
を
廃
止
し
、
１
０

０
歳
の
10
万
円
を
５
万
円
に
減
額

し
た
た
め
。

ＱＡ

農
林
水
産
課

け
や
き
公
園
の
施
設
管
理
は

行
わ
な
い
の
か
。

令
和
元
年
度
同
様
に
草
刈
業

務
委
託
は
行
う
が
、
足
湯
の
管
理

等
は
行
わ
な
い
。
管
理
棟
等
に
つ

い
て
は
、
清
掃
委
託
を
行
う
。

教
育
委
員
会

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
の
事
業
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
観
戦
時
期
と

対
象
者
は
。

９
月
２
日
開
催
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
、
熱
川
・
稲
取
の
両
小

学
校
の
５
、
６
年
生
１
３
４
人
が

観
戦
す
る
予
定
。

健
康
づ
く
り
課

産
後
ケ
ア
事
業
委
託
料
が
増

と
な
っ
た
要
因
は
。

令
和
元
年
度
に
、
伊
東
市
民

病
院
・
上
山
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
新
た
に
契
約
し
た
た
め

増
と
な
っ
た
。

ＱＡＱＡＱＡ

令和２年度から管理が行われない
けやき公園の足湯
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観
光
商
工
課

観
光
対
策
等
の
町
補
助
金
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
執
行
が
難
し
い
こ

と
も
予
測
さ
れ
る
が
対
応
は
。

補
助
金
の
中
に
は
経
常
的
経

費
も
あ
る
の
で
観
光
協
会
や
商
工

会
と
相
談
し
て
、
内
示
を
出
す
際

に
は
留
意
し
た
い
。

歳
入
が
当
初
予
算
の
と
お
り
入
っ

て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
執

行
停
止
や
内
容
の
見
直
し
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

防
災
課災

害
対
策
費
用
保
険
料
と
は
。

平
成
30
年
度
に
創
設
さ
れ
た

保
険
で
、
避
難
指
示
・
避
難
勧
告

の
発
令
で
10
割
、
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
の
発
令
で
２
分

の
１
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
。

昨
年
の
よ
う
な
台
風
の
状
況
だ
と

そ
の
分
が
補
填
さ
れ
る
の
で
有
効

と
思
わ
れ
る
。

防
災
用
器
具
備
品
の
内
容
は
。

ド
ロ
ー
ン
１
機
と
消
火
器
を

購
入
す
る
。

ＱＡＱＡＱＡ

が
減
り
事
業
収
益
の
悪
化
に
繋
が
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

令
和
２
年
度
予
算
の
当
年
度
純

利
益
は
マ
イ
ナ
ス
２
５
８
万
６
千

円
の
計
上
で
、
大
変
厳
し
い
財
務

状
況
下
で
の
編
成
と
な
っ
て
お
り
、

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
大
幅

な
営
業
収
益
の
減
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
を
考
慮
し
、
支
出
の
精
査
を

含
め
弾
力
的
な
運
用
に
配
慮
さ
れ

た
い
。

２.

将
来
に
向
け
た
安
定
的
な
収

益
の
確
保
に
つ
い
て

利
用
者
の
減
少
や
経
済
的
に
不

安
定
要
素
が
多
々
あ
る
な
か
で
、

収
益
の
確
保
が
将
来
的
に
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
く
る
。
特
に
昨
年

策
定
さ
れ
た
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ

た
事
業
の
執
行
に
は
多
額
の
資
金

が
必
要
で
あ
る
。
収
益
の
根
幹
と

な
る
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
水
道
事
業
の
持
続
的

な
経
営
の
た
め
に
説
明
を
尽
く
し
、

将
来
的
に
利
用
者
負
担
の
著
し
い

増
大
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
適

正
な
水
道
料
金
の
改
定
に
努
め
、

安
定
的
な
収
益
の
確
保
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

残
高
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

令
和
元
年
度
末
残
高
は
５
７

９
万
１
千
円
、
１
２
９
万
４
千
円

を
積
み
立
て
る
と
７
０
８
万
５
千

円
と
な
る
。

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
収
益
に
つ
い
て
３

８
３
万
６
千
円
減
の
要
因
は
。

主
な
内
容
は
、
給
水
収
益
は

観
光
客
の
減
少
と
使
用
者
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
、
実
績
か
ら
推
計

し
２
％
の
減
と
な
る
。
簡
易
水
道

収
益
に
つ
い
て
は
大
川
別
荘
地
の

割
合
が
多
く
、
変
動
が
大
き
い
た

め
実
績
の
10
％
の
減
を
見
込
ん
で

い
る
。

予
算
に
対
す
る
意
見

１.

予
算
執
行
の
留
意
点
に
つ
い

て
現
在
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
は

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
施
設
の

整
備
・
改
修
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
昨
年
の
大
型
台
風
に
よ
り
中

核
施
設
が
甚
大
な
る
被
害
を
受
け

早
期
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
給
水
人
口
の
減
少
で
水
道

事
業
収
益
が
落
ち
込
ん
で
い
る
な

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
伴
い
、
観
光
関
連
産

業
の
停
滞
が
見
込
ま
れ
、
給
水
量

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
２
千
５
６

９
万
円
、
県
支
出
金
３
千
３
３
０

万
円
減
額
の
要
因
は
。

世
帯
数
が
79
世
帯
の
減
と
な

り
保
険
税
・
保
険
給
付
費
の
減
額

を
見
込
ん
で
い
る
た
め
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
８
・

８
％
増
の
要
因
は
。

来
年
度
は
保
険
料
改
定
の
年

に
当
た
り
、
医
療
費
の
増
等
に
よ

り
保
険
料
が
増
額
と
な
る
た
め
で

あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

保
険
料
１
千
１
５
４
万
円
減

額
の
要
因
は
。

昨
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

消
費
増
税
に
よ
る
保
険
料
の
軽
減

措
置
に
よ
る
も
の
で
、
令
和
元
年

度
に
つ
い
て
は
10
月
か
ら
３
月
分

の
半
年
分
の
み
が
対
象
で
あ
っ
た

が
、
令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
１

年
分
が
対
象
と
な
る
た
め
保
険
料

の
減
と
な
っ
た
。
な
お
、
減
額
と

な
っ
た
分
は
繰
入
金
で
調
整
さ
れ

る
。

風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

基
金
積
立
金
が
１
２
９
万
４

千
円
と
な
っ
て
い
る
が
最
終
的
な

特別会計予算の主な質疑

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡＱ

Ａ
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定 例 会

〈
一
般
会
計
〉

国
が
進
め
る
児
童
生
徒
１
人
１

台
端
末
配
置
と
学
校
内
に
お
け
る

高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の

ほ
か
、
事
業
全
般
の
実
績
に
基
づ

く
執
行
残
額
の
精
算
。

〈
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〉

〈
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
〉

〈
介
護
保
険
特
別
会
計
〉

事
業
実
績
に
基
づ
く
執
行
残
額

の
精
算
。

〈
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
〉

水
道
料
金
の
実
績
に
基
づ
く
調

整
や
台
風
15
号
に
よ
り
被
災
し
た

取
水
場
・
浄
水
場
の
災
害
復
旧
工

事
費
の
増
額
、
工
事
中
止
に
よ
る

工
事
請
負
費
の
減
額
等
。

〈
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
〉

会
計
年
度
任
用
職
員
の
導
入
に

伴
い
、
給
与
の
算
出
根
拠
等
を
明

確
に
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

〈
賀
茂
地
区
障
害
者
地
域
生
活
支
援

拠
点
事
業
運
営
協
議
会
の
設
置
〉

障
が
い
者
等
の
高
齢
化
や
親
亡

き
あ
と
の
生
活
を
見
据
え
た
居
住

支
援
を
共
同
実
施
す
る
た
め
の
協

議
会
を
設
置
す
る
も
の
。

〈
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
〉

〈
奈
良
本
地
区
多
目
的
研
修
集
会
施
設
〉

〈
東
伊
豆
町
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
〉

〈
熱
川
温
泉
し
お
か
ぜ
広
場
〉

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
も
の
。

〈
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
共
同

設
置
事
業
特
別
会
計
※
〉

２
２
６
万
１
千
円

〈
水
道
事
業
会
計
〉

水
道
事
業
収
益

４
億
３
千
１
４
８
万
２
千
円

〈
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
〉

委
員
長
の
事
前
許
可
が
な
く
て

も
委
員
会
の
傍
聴
を
可
能
と
す
る

も
の
。

〈
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
付
帯
決
議
〉

７
ペ
ー
ジ
を
参
照

〈
水
道
事
業
の
私
債
権
の
管
理
に

関
す
る
条
例
〉

水
道
事
業
に
関
す
る
債
権
の
管

理
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

〈
一
般
会
計
〉

52
億
５
千
万
円

前
年
比
１
億
２
千
１
０
０
万

円
の
増
額

〈
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〉

17
億
５
千
７
０
６
万
２
千
円

前
年
比
３
千
８
３
４
万
円
８

千
円
の
減
額

〈
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
〉

１
億
９
千
９
２
３
万
６
千
円

前
年
比
１
千
４
５
０
万
７
千

円
の
増
額

〈
介
護
保
険
特
別
会
計
〉

13
億
13

92
万
４
千
円

前
年
比
１
千
７
４
１
万
５
千

円
の
増
額

〈
稲
取
財
産
区
特
別
会
計
〉

65
万
２
千
円

前
年
比
１
万
円
の
減
額

〈
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
〉

２
千
万
３
千
円

前
年
同
額

３
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
30
件
の
議
案
は

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

令
和
２
年
度
予
算

条
例
制
定

議
員
発
議

条
例
改
正

協
議
会
の
設
置

指
定
管
理
者
の
指
定

※
下
田
市
、
東
伊
豆
町
、
河
津
町
、
南
伊
豆
町
、

松
崎
町
及
び
西
伊
豆
町
で
共
同
設
置
す
る
も
の

令
和
元
年
度
補
正
予
算

令和２年４月号 ひがしいず議会だよりNo.2997

一般会計予算に対する付帯決議

議案第24号 令和２年度東伊豆町一般会計予算に対する付帯決議

現在、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、町内経済は非常に厳

しい状況下に置かれています。また、事態の収束のいまだ見通せない中、

この先、町内経済がさらに疲弊し町税をはじめとする歳入が大幅に落ち込

むなど、町財政への影響が懸念されているところです。

このような状況の中、令和２年度の予算執行にあたっては以下を留意し、

危機感を持って業務に取り組んでいただくよう強く求めるものであります。

記

１．行財政改革をさらに進めるとともに、歳出抑制に努め財政調整基金の

増勢を図り、突発的な災害等に対応できるよう努めること。

２．歳入減の可能性を想定し、予算の組み替えも視野に入れながら、予算

の執行については慎重に行うこと。

３．事態が収束するまで、国内外の視察研修、イベント等は極力自粛され

ること。

４．事業を変更または廃止する場合は、町民への周知徹底と合意形成を図

ること。

以上、決議する。

令和２年３月18日

東伊豆町議会

付帯決議
議決された法案・予算案に関して付される、施行についての
意見や希望などを表明する決議。法的拘束力は有しない
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臨 時 会

１
月
７
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
会
に
て
条
例
制
定
２
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
が
審
議
さ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

世
界
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

「
静
岡
水
わ
さ
び
の
伝
統
栽
培
」
の
保

全
に
向
け
た
片
瀬
・
白
田
地
区
の
わ
さ

び
田
災
害
復
旧
工
事
や
林
道
、
観
光
施

設
等
の
災
害
復
旧
工
事
に
あ
わ
せ
て
１

億
６
千
５
１
２
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

団員定数は「330人」から「基本団員280人」へ

〔
条
例
制
定
の
背
景
〕

消
防
団
組
織
の
見
直
し
に
伴
う

団
員
の
確
保
及
び
、
支
援
団
員
の

位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〔
消
防
団
員
定
数
の
変
更
〕

消
防
団
の
団
員
定
数
を
各
分
団

の
実
情
に
あ
わ
せ
、
定
数
を
３
３

０
人
か
ら
２
８
０
人
へ
変
更
し
ま

し
た
。

〔
機
能
別
団
員
制
度
の
導
入
〕

若
者
の
減
少
や
町
外
勤
務
者
の

増
加
等
、
団
員
の
確
保
が
困
難
な

状
況
下
に
お
い
て
、
そ
の
機
能
を

確
保
す
る
た
め
に
、
役
割
を
火
災

な
ど
災
害
発
生
時
の
出
動
に
限
定

し
た
「
機
能
別
団
員
制
度
」
を
４

月
１
日
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

〔

機

能

別

団

員

の

対

象

者

〕

主
に
消
防
団
Ｏ
Ｂ
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

消防団ＯＢ等による
「機能別団員制度」を導入

伊東市消防団との合同訓練

〇
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定

〇
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

機能別団員制度を導入

１月
臨時会

わ
さ
び
田
災
害
復
旧

工
事
費
な
ど
を
計
上台風により被災したわさび田

9 令和２年４月号 ひがしいず議会だよりNo.299 東伊豆町議会 youtube 検索

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここががががががががががががががががががががが聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞きききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたここが聞きたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

稲取岬を地中海風景にして
観光振興に活用

議員鈴
すず

木
き

勉
つとむ

稲取岬の景観整備を
効果が検証できていない

Ｑ

Ａ

町が費用をかけない解体方法は
民間企業が負担する事業継承がある

Ｑ

Ａ

一 般 質 問

議員楠
くす

山 節雄
やま せつ お

町
の
風
力
発
電
施
設

は
３
基
の
う
ち
１
基
し
か

稼
働
し
て
い
な
い
が
今
後

ど
う
す
る
の
か
。

老
朽
化
の
進
行
に
よ

り
、
現
存
の
風
車
が
故
障

し
た
ら
会
計
を
維
持
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
事

業
廃
止
、
解
体
を
検
討
し

ＱＡ

た
い
。解

体
費
用
が
町
負
担

と
な
ら
な
い
方
法
は
。

民
間
会
社
に
風
力
発

電
事
業
を
継
承
で
き
た
ら

解
体
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

風
車
３
基
の
年
間
維

持
管
理
費
は
。

５
か
年
平
均
額
は
年

２
千
５
０
０
万
円
。

平
成
30
年
度
の
純
利

益
は
。５

３
３
万
円
の
赤
字

で
一
般
会
計
よ
り
補
填
し

て
い
る
。

解
体
す
る
費
用
は
。

特
殊
な
工
法
で
建
設

し
た
た
め
３
基
で
６
千
万

～
１
億
円
が
予
測
さ
れ
る
。

解
体
費
用
を
負
担
し

て
く
れ
る
民
間
会
社
に
継

承
を
提
案
す
る
が
。

町
と
し
て
は
民
間
会

社
が
出
し
た
騒
音
等
の
調

査
結
果
が
近
隣
地
元
関
係

者
か
ら
同
意
を
得
ら
れ
れ

ば
事
業
継
承
し
た
い
。

地
中
海
を
思
わ
せ
る

稲
取
岬
の
景
観
整
備
を
。

趣
旨
は
理
解
す
る
が

効
果
が
検
証
で
き
て
い
な

い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制

度
の
拡
充
で
整
備
を
加
速

し
て
は
。

地
域
住
民
の
負
担
や

町
財
政
の
負
担
が
大
き
く

厳
し
い
と
の
認
識
だ
。

観
光
商
工
課
と
建
設

ＱＡＱ

課
が
連
携
し
事
業
推
進
の

お
考
え
は
。

過
去
に
取
り
組
も
う

と
し
た
時
、
住
民
の
同
意

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
地

元
の
合
意
形
成
が
必
要
だ
。

何
も
し
な
け
れ
ば
数

字
的
に
落
ち
込
む
一
方
だ
。

前
向
き
な
検
討
を
。

景
観
に
係
る
講
演
会

等
で
地
域
住
民
の
意
向
を

確
認
し
た
い
。

ＱＡ Ａ

そ
の
ほ
か
の

質 問

片
瀬
海
岸
に
砂
浜
を

Ｑ

堤
防
延
長
に
よ
る
効
果
に
疑

問
と
財
政
的
に
も
困
難

Ａ

日
帰
り
型
農
園
は
福
祉
等
の

活
用
を
含
め
１
０
０
％
の
利

活
用
を
目
指
す

Ａ

市
民
農
園
の
利
活
用
を

Ｑ

ＡＱ

解体に６千万円以上かかることが推測される

Ａ ＱＡＱＱＡＱＡＱＡ
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一 般 質 問

葬儀後の届出書類の負担軽減をＱ

遺族の負担を減らせるよう検討する
Ａ

通学路の危険箇所把握はＱ

年１回行っている
Ａ

議員笠
かさ

井
い

政明
まさ あき

議員栗
くり

原
はら

京
きょう

子
こ

そ
の
ほ
か
の

質 問

漁
協
直
売
所
開
設
に
伴
う
町

へ
の
経
済
波
及
効
果
は

Ｑ

経
済
波
及
効
果
は
具
体
的
に

把
握
し
て
い
な
い

Ａ

家
族
が
亡
く
な
っ
た

後
の
届
出
書
類
は
。

人
に
よ
っ
て
違
う
が

平
均
し
て
４
課
14
業
務
と

な
っ
て
い
る
。

ど
ん
な
届
出
が
必
要

か
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る

人
も
い
る
が
。

案
内
の
書
面
を
渡
し

て
い
る
。

も
っ
と
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
「
お
く
や
み

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

ＱＡＱＡ

し
て
は
。

現
行
の
も
の
を
改
良

し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

お
悔
み
専
用
の
窓
口

を
設
置
し
、
届
出
書
類
に

住
所
氏
名
を
印
字
し
た
り
、

各
課
を
回
ら
な
く
て
済
む

よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て

は
。

専
用
窓
口
の
設
置
は

難
し
い
が
、
遺
族
の
負
担

を
減
ら
せ
る
よ
う
検
討
す

る
。

Ｑ

Ｑ ＡＡ

通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検

討
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。

各
学
校
と
も
通
学
路

の
点
検
や
危
険
箇
所
の
確

認
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
交
通
安
全
リ
ー

ダ
ー
と
語
る
会
」
で
提
案

さ
れ
た
改
善
箇
所
に
つ
い

て
は
で
き
る
範
囲
で
改
修

を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
計
画
は
。

来
年
度
以
降
も
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
継
続
し
、

安
全
確
保
に
最
適
な
対
応

ＱＡＱＡ

を
し
て
い
く
よ
う
指
示
し

て
い
く
が
大
規
模
改
良
は

難
し
い
。

倒
木
等
が
あ
る
危
険

箇
所
を
通
学
路
に
指
定
し

て
い
る
こ
と
は
い
か
が
な

も
の
か
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
は

理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
町
と
し
て
も
最
善
は

尽
く
す
。
こ
の
通
学
路
が

適
当
か
と
言
わ
れ
る
と
厳

し
い
と
思
う
。

安
全
な
通
学
路
へ
の

変
更
は
提
案
し
な
い
の
か
。

児
童
の
通
学
距
離
を

優
先
し
て
い
る
の
で
提
案

を
し
た
こ
と
は
な
い
。
保

護
者
の
方
々
と
の
意
見
交

換
を
行
い
最
善
の
方
法
で

提
案
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
小
中
一
貫
教
育
準
備

会
で
も
検
討
し
て
い
く
。

ＱＱ ＡＡ

そ
の
ほ
か
の

質 問

旧
大
川
小
学
校
の
利
活
用
は

Ｑ

複
合
施
設
と
大
川
区
公
民
館

と
し
て
活
用
す
る

Ａ

愛媛県新居浜市の
お悔やみコーナー

倒木等の危険がある通学路
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議員内
うち

山 愼一
やま しん いち

議員稲
いな

葉 義仁
ば よし ひと

新型コロナウイルス感染症が拡大しているが
マスクや手洗いなどの予防の徹底を

Ｑ

Ａ

現状の学校が抱える課題の解決を
小中一貫校の検討と平行し進めていく

Ｑ

Ａ

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

令
和
２
年
度
中
に
報

告
会
を
開
催
し
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
準
備
会

を
立
ち
上
げ
た
い
。
準
備

会
の
検
討
期
間
は
２
～
３

年
程
度
で
、
開
校
ま
で
は

５
年
程
度
を
目
途
と
し
て

想
定
し
て
い
る
。

検
討
の
期
間
中
も
少

子
化
は
進
行
し
て
い
く
。

現
行
の
学
校
制
度
内
に
お

い
て
も
、
抱
え
て
い
る
課

題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

こ
れ
ま
で
も
幼
小
や

小
中
の
く
く
り
で
交
流
の

場
を
設
け
る
な
ど
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
。小
中
一

貫
教
育
の
検
討
と
並
行
し
、

今
後
は
熱
川
・
稲
取
の
学
校

間
の
連
携
や
交
流
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ＱＡ ＱＡ

小
中
一
貫
教
育
研
究

会
よ
り
報
告
書
が
提
出
さ

れ
た
が
、今
後
の
流
れ
は
。

報
告
書
の
内
容
を
町

民
に
伝
え
る
報
告
会
を
開

催
し
、
具
体
的
方
針
を
定

め
た
後
、
準
備
会
を
設
置

し
設
立
に
向
け
た
準
備
を

行
う
。報

告
会
に
お
い
て
小

中
一
貫
校
の
具
体
案
が
示

さ
れ
な
け
れ
ば
町
民
も
意

見
を
述
べ
に
く
い
の
で
は
。

報
告
書
を
踏
ま
え
、

教
育
委
員
会
に
て
具
体
案

を
用
意
し
臨
み
た
い
。

ＱＡＱ

ウ
イ
ル
ス
防
御
の
基

本
で
あ
る
マ
ス
ク
や
消
毒

液
が
品
不
足
で
手
に
入
ら

な
い
。
町
が
メ
ー
カ
ー
な

ど
か
ら
一
括
購
入
し
て
住

民
へ
配
布
で
き
な
い
か
。

マ
ス
ク
や
消
毒
液
の

備
蓄
は
わ
ず
か
で
配
布
を

含
め
考
え
て
い
な
い
。

不
安
や
水
際
防
止
策

の
た
め
、
相
談
窓
口
の
開

設
は
。国

、
県
か
ら
の
防
止

策
の
情
報
提
供
は
回
覧
で

ＱＡＱ

す
る
。
単
独
で
の
相
談
窓

口
は
設
け
な
い
。

観
光
客
の
減
少
が
著

し
い
。
経
済
損
失
の
予
測

は
。
雛
祭
り
イ
ベ
ン
ト
へ

の
対
応
、
経
済
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

相
談
窓
口
は
。

宿
泊
客
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
２
月
１４
日
時
点
で
、

５
万
８
６
０
人
の
報
告
が

あ
り
、
さ
ら
に
拡
大
の
事

態
。雛
フ
ェ
ス
は
中
止
、他

は
縮
小
。
経
済
対
策
は
感

染
の
収
束
が
見
込
ま
れ
、効

果
が
期
待
で
き
る
段
階
で

検
討
し
た
い
。
相
談
窓
口

は
商
工
会
へ
設
置
し
た
。

Ｑ

Ａ

Ａ

予防のための手洗いや
咳が出る人はマスクを

Ａ

そ
の
ほ
か
の

質 問
ＱＡ

※
平
成
29
年
策
定
『
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
』

人
的
資
源
の
問
題
も
あ
り
行

わ
な
い

計
画
※
に
明
記
さ
れ
て
い
た

施
設
維
持
管
理
に
関
す
る
庁

内
の
情
報
共
有
は

幼稚園・小学校間の交流
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議員西
にし

塚 孝男
づか たか お

防犯カメラの設置をＱ

設置経費、機器管理考えると難しい
Ａ

議員山
やま

田 直志
だ なお し

財政は実質赤字ではないかＱ

スピード感を持って取り組む
Ａ

犯罪の抑止力に

財
政
悪
化
の
要
因
は
。

少
子
高
齢
化
、
税
収

減
や
民
生
費
の
増
大
、
滞

納
の
多
さ
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
維
持
費
の

増
大
等
が
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
。

実
質
財
政
の
赤
字
が

続
く
中
、
脱
却
計
画
は
。

予
算
編
成
当
初
か
ら

基
金
の
繰
入
が
増
え
て
お

り
、
実
質
赤
字
体
質
で
あ

る
。
今
後
、
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
２
年

度
を
「
さ
ら
な
る
行
政
改

ＱＡＱ

革
ス
タ
ー
ト
の
年
」
と
位

置
づ
け
「
熱
川
支
所
の
廃

止
」「
ご
み
の
有
料
化
」

等
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
て
い
く
。

町
長
就
任
以
来
14
年

連
続
で
赤
字
だ
が
。

当
町
だ
け
で
な
く
他

も
見
て
も
ら
い
た
い
。
観

光
に
依
存
す
る
か
ら
厳
し

い
。
町
と
し
て
は
脱
却
す

る
方
向
で
や
っ
て
い
る
が

難
し
い
。

24
年
度
以
降
、
行
政

改
革
の
計
画
は
な
い
。「
ま

ず
隗
か
ら
始
め
よ
」
町
長

か
い

の
姿
勢
決
意
が
見
え
な
い
。

財
政
の
質
疑
は
大
変

あ
り
が
た
い
。
厳
し
さ
を

分
か
っ
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
。
町
を
ダ

メ
に
し
な
い
よ
う
や
っ
て

い
く
。

Ａ

稲
取
地
区
で
窃
盗
や

置
引
き
な
ど
が
24
件
あ
り
、

治
安
の
た
め
に
も
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

町
内
各
所
に
設
置
す

る
こ
と
は
、
設
置
経
費
、

機
器
の
管
理
な
ど
を
考
え

る
と
難
し
い
と
考
え
る
。

稲
取
地
区
は
、
２
か

所
の
設
置
で
済
む
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
高
齢
化

が
進
む
中
、
認
知
症
や
子

供
の
見
守
り
に
も
活
用
で

ＱＡＱ

き
る
の
で
は
。

静
岡
県
で
は「
人
の

目
」に
よ
る
見
守
り
合
い
を

基
本
と
し
て
「
防
犯
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い

る
。「
人
の
目
」
が
行
き

届
か
な
い
と
こ
ろ
に
対
し

て
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
事
も
犯
罪
の
抑
止
に

有
効
で
、
熱
川
防
犯
協
会

で
は
自
前
で
防
犯
カ
メ
ラ

を
３
か
所
設
置
予
定
と
の

こ
と
で
あ
る
。

Ａ

そ
の
ほ
か
の

質 問

消
防
団
の
運
営
は

ＱＡ

団
組
織
に
つ
い
て
は
変
更
は

な
い
。

団
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、

国
基
準
に
近
づ
け
る
べ
く
、

副
分
団
長
以
下
の
報
酬
を
引

き
上
げ
た
。

そ
の
ほ
か
の

質 問

要
援
護
者
台
帳
を
活
用
し
て

の
避
難
は

Ｑ

視
力
障
が
い
者
が
民
生
委
員

や
自
主
防
災
会
を
通
し
て
避

難
し
た

Ａ

ＱＡＱＡ

黒字かと思ったら実質は赤字
自転車操業の町の財政

一 般 質 問

13 令和２年４月号 ひがしいず議会だよりNo.299 東伊豆町議会 youtube 検索

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここががががががががががががががががががががが聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞きききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたここが聞きたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

台風被害でソーラーパネルが
発火した状態

議員須
す

佐
さ

衛
まもる

新型コロナウイルス肺炎の対応は万全か
国の要請で休校を実施した

Ｑ

Ａ

企業が設置するソーラーパネルの数は
15件把握している

Ｑ

Ａ

昨
年
２
月
に
太
陽
光

発
電
設
置
に
関
す
る
条
例

が
施
行
さ
れ
た
が
、そ
れ
以

降
の
設
置
件
数
は
何
件
か
。

条
例
施
行
後
は
設
置

さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
条
例
に
は
破
損

し
た
パ
ネ
ル
の
撤
去
義
務

が
う
た
わ
れ
て
い
な
い
が
。

上
位
法
で
あ
る「
改
正

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
」に
て
厳
し
く
規

ＱＡ

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

想
定
外
の
風
水
害
が

発
生
す
る
な
か
、
破
損
し

た
パ
ネ
ル
が
周
辺
に
危
害

を
加
え
る
例
が
見
ら
れ
る
。

町
外
の
事
業
者
は
多
少
の

破
損
は
直
そ
う
と
し
な
い

よ
う
だ
が
、
被
害
が
拡
大

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
。

協
定
書
を
結
ぶ
な
ど

厳
し
く
対
応
し
て
い
き
た

い
。

停
電
対
策
と
し
て
県

と
東
電
が
実
施
し
た
「
予

防
伐
採
」は
、当
町
に
お
い

て
も
効
果
が
あ
る
の
で
は
。

民
地
の
伐
採
を
ど
う

す
る
か
な
ど
を
検
討
し
、

県
の
動
向
も
見
守
り
た
い
。

ＱＡＱＡ

非
常
に
厳
し
い
事
態

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

３
月
３
日
～
19
日
ま

で
の
休
校
に
入
っ
た
が
、

低
学
年
の
児
童
ら
が
家
に

取
り
残
さ
れ
な
い
か
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
、
学
習
指
導
員

を
配
置
し
て
い
る
。

休
校
し
な
い
と
い
う

選
択
を
し
た
自
治
体
も
あ

る
。
学
力
・
体
力
・
生
活

習
慣
の
維
持
の
た
め
登
校

日
を
設
け
る
考
え
は
。

検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
人
や
物
は
ど
う
す
る
か
。

清
掃
や
器
具
の
手
入

れ
を
し
て
お
り
、
ま
た
冷

凍
食
品
等
は
他
の
施
設
に

預
け
て
い
る
。

り
患
し
た
と
思
わ
れ

る
時
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
る
に
は
。

ま
ず
は
下
田
保
健
所

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

当
町
か
ら
感
染
者
を

出
さ
な
い
た
め
の
予
防
策

は
。

個
々
が
行
う
手
洗
い
、

う
が
い
な
ど
を
徹
底
し
て

欲
し
い
。

国
・
県
と
の
情
報
の

共
有
は
。

お
の
お
の
の
対
策
本

部
と
連
携
し
て
対
応
し
て

い
る
。観

光
業
へ
の
影
響
は
。

ＱＡＱＡ

そ
の
ほ
か
の

質 問

熱
川
支
所
の
廃
止
方
針
や
緊

縮
財
政
で
、
町
民
に
不
安
が

広
が
っ
て
い
る
か

Ｑ

町
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
町
民
の
活
性
化
案
に
期

待
し
て
い
る

Ａ

小
学
生
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
競
技
を
観
戦
に
行
く

Ａ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
の

町
の
取
組
は

Ｑ

感染拡大を報道するテレビ

Ｑ

ＡＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡ

議員藤
ふじ

井 明
い ひろ あき



お 知 ら せ

令和２年４月号 ひがしいず議会だよりNo.299 14

議会の傍聴がしやすくなりました！

これまでは ４月１日からは

議会を傍聴してみませんか？

４
月
１
日
か
ら
議
会
の
会

議
が
よ
り
傍
聴
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

ま
ず
、
定
例
会
な
ど
の
本

会
議
は
、
傍
聴
券
が
な
く
て

も
入
室
可
能
と
な
り
面
倒
な

手
続
（
住
所
、
氏
名
等
の
記

入
）
の
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
許

可
制
だ
っ
た
子
供
の
入
室
と

会
議
の
撮
影
・
録
音
が
自
由

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
委
員
会
・
協
議
会

な
ど
の
会
議
に
お
い
て
も
、

事
前
許
可
な
し
で
の
傍
聴
が

可
能
で
す
。

今
回
の
見
直
し
は
、
よ
り

多
く
の
住
民
の
方
が
議
会
を

傍
聴
い
た
だ
く
よ
う
、
議
会

改
革
の
一
環
と
し
て
、
改
正

し
た
も
の
で
す
。ぜ
ひ
一
度
、

議
会
の
傍
聴
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

次回定例会は６
毅

月
毅

第
毅

２
毅

週
毅

の予定です

TEL（0557）95−6307

傍聴券の手続
（住所氏名の記入）

撮影・録画は事前に
許可が必要

子供の傍聴は事前に
許可が必要

手続不要

撮影・録画ＯＫ

子供の傍聴もOK

東伊豆町HP

詳しくは、議会事務局へTELまたは町ホームページで

15 令和２年４月号 ひがしいず議会だよりNo.299

２
月
３
日
、
早
稲
田
大
学
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
の
研
究
員

長
内
紳
悟
氏
を
招
い
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
は
議
会
改
革
特

別
委
員
会
の
目
標
で
あ
る
「
伝

え
る
・
聴
く
・
話
し
合
う
」
が

主
な
テ
ー
マ
で
し
た
。

ま
ず
、
長
内
氏
は
「
と
か
く

議
会
だ
よ
り
や
住
民
報
告
会
な

ど
で
は
、
住
民
へ
す
で
に
起
き

た
こ
と
を
伝
え
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

『
過
去
』の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

町
の
抱
え
て
い
る
課
題
・
将
来

像
な
ど
『
未
来
』
の
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
の
「
知
ら
せ
た

い
こ
と
」
と
住
民
の
「
知
り
た

い
こ
と
」に
ず
れ
は
な
い
の
か
、

議
会
の
活
動
を
知
ら
な
い
人
の

方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

−講演会−

住民の「知らない」を「知りたい」に

２
月
12
日
議
員
間
の
問
題
意

識
の
共
有
や
、
お
互
い
の
考
え

方
を
再
確
認
し
、
今
後
の
活
動

に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

テ
ー
マ
を
あ
げ
て
議
員
間
で
自

由
に
意
見
交
換
を
行
う
「
政
策

討
論
会
（
仮
称
）」
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
は
「
幼
稚
園
や
小
中
学

校
の
今
後
に
つ
い
て
」
と
「
災

害
時
の
議
員
の
取
組
に
つ
い
て
」

の
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と

で
進
行
の
方
法
や
結
論
の
出
し

方
等
、
様
々
な
点
で
課
題
も
残

り
ま
し
た
が
、
お
互
い
の
意
見

の
相
違
を
具
体
的
に
意
識
し
、

お
の
お
の
の
考
え
方
や
視
点
・

立
ち
位
置
の
違
い
を
把
握
で
き

た
こ
と
は
議
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
有
用
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議員間の問題意識の共有を
−議員間討議−

委 員 会 活 動

議議会改革特別委員会の活議会改革特別委員会の活動動

た
問
い
か
け
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。現

在
取
り
組
ん
で
い
る
議
会

改
革
を
通
じ
て
、
住
民
の
「
知

ら
な
い
」
を
「
知
り
た
い
」
に

変
え
て
い
く
努
力
を
重
ね
る
こ

と
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
た
講

演
会
で
し
た
。

長内氏を講師に招き講演会を開催
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３
月
議
会
は
来
年
度

予
算
審
議
を
行
う
大
事

な
議
会
で
し
た
。
年
々

減
少
す
る
税
収
に
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
観
光
客

の
減
少
、
経
済
へ
の
影
響
等

先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
に

今
後
の
予
算
執
行
も
少
な
か

ら
ず
影
響
が
出
て
く
る
と
感

じ
ま
し
た
。
１
日
で
も
早
く

収
束
に
向
か
う
こ
と
を
願
い
、

町
と
協
力
し
議
会
一
丸
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。さ

み
し
い
話
題
ば
か
り
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
春
は
ス

タ
ー
ト
の
時
期
。
議
員
も
新

た
な
気
持
ち
で
、
笑
っ
て
過

ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。（笠

井
）

方
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
中
国

人
の
方
も
お
り
、
も
う
少
し

う
ま
く
準
備
が
で
き
た
な
ら

こ
の
よ
う
な
方
々
も
参
加
で

き
た
の
で
は
と
反
省
も
あ
り

ま
す
。

−

今
後
の
目
標
は

も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
、
１

回
限
り
で
は
な
く
継
続
し
て

行
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

課
題
で
す
。

小
さ
な
活
動
が
外
へ
外
へ

広
が
っ
て
行
き
、
多
く
の
方

に
つ
け
も
の
石
d
e
カ
ー
リ

ン
グ
と
東
伊
豆
町
に
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

置
と
つ
け
も
の
石
の
重
さ
で

得
点
を
決
め
ま
す
。
ハ
ン
ド

ル
を
付
け
た
こ
と
に
よ
り
障

が
い
の
あ
る
方
で
も
楽
し
め

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

−

始
め
た
き
っ
か
け
は

町
の
臨
時
職
員
だ
っ
た
５

年
前
、
運
動
指
導
士
と
し
て

介
護
予
防
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
健
康
づ
く
り
課
の

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
考
え
、

始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

−

今
回
の
大
会
を
終
え
て
の

感
想
は

「
つ
け
も
の
石
d
e
カ
ー
リ

ン
グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

２
０
」
と
大
き
く
出
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
町
内
外
の
高

齢
者
や
子
供
の
参
加
も
多
く
、

３
世
代
で
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
チ
ー
ム
も
あ
り
、
世
代

を
超
え
た
交
流
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
清
水
か
ら
新
聞
を

見
て
遊
び
に
来
て
下
さ
っ
た

２
月
１
日
、
東
伊
豆
町
立

熱
川
小
学
校
に
て
「
つ
け
も

の
石
d
e
カ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
０
」
が

初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。18
チ
ー

ム
54
名
の
参
加
が
あ
り
、
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

−

ど
の
よ
う
な
競
技
で
す
か

ス
ト
ー
ン
の
代
わ
り
に
底

に
車
輪
を
付
け
た
つ
け
も
の

石
を
使
い
、
７
メ
ー
ト
ル
先

の
円
に
向
か
っ
て
投
げ
ま
す
。

つ
け
も
の
石
が
止
ま
っ
た
位

【
発
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】
東
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会
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静
岡
県
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郡
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伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

令
和
２
年
４
月
20
日
発
行

令和２年２月１日、「つけもの石deカーリングワール
ドカップ2020」が東伊豆町提案型まちづくり補助金の
採択を受け初の公式大会が行われました。
今回は、競技考案者であり実行委員会代表の北川さん

にインタビューしました。
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か が や く Vol.2

北川 雅子さん

編集後記

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

参加者全員で記念撮影

つけもの石deカーリング
実行委員会代表

大人から子供まで白熱の
試合が繰り広げられた

広報編集委員会
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